
把
握
し
て
お
く
べ
き

診
療
報
酬
の
基
本
構
造

最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
診
療
報
酬

明
細
書（
レ
セ
プ
ト
）の
仕
組
み
と
デ
ー

タ
分
析
の
重
要
性
を
お
話
し
し
ま
す
。

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
必
ず
算
定

す
る
診
療
報
酬
を「
基
本
診
療
料
」と
言

い
、
外
来
で
あ
れ
ば
初
診
料・再
診
料
、

入
院
で
あ
れ
ば
入
院
基
本
料
が
こ
れ
に

該
当
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
検
査
・

画
像
・
投
薬
な
ど
治
療
上
必
要
な
項
目

を
選
択
し
て
算
定
す
る
も
の
を「
特
掲

診
療
料
」と
言
い
ま
す
。
基
本
診
療
料

と
特
掲
診
療
料
を
合
算
し
た
も
の
が
医

療
費
の
合
計
で
す（
図
１
）。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
は「
診
療

区
分
」と
し
て
以
下
の
よ
う
な
番
号
を

持
っ
て
い
ま
す
。

初
再
診
・
指
導
料
・
在
宅
＝
10
、
投
薬

＝
20
、
注
射
＝
30
、
処
置
＝
40
、
手
術
・

麻
酔
等
＝
50
、
検
査
＝
60
、
画
像
＝

70
、
リ
ハ
・
院
外
処
方
等
＝
80

診
療
区
分
や
病
名
に
よ
る

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
分
析

２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
は
、

表
面
上
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス
０・
１
％

で
し
た
が
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
医
療

機
関
の
負
担
増
へ
の
補

填
分
を
除
く
と
、
事
実

上
は
マ
イ
ナ
ス
１
・

26
％
と
厳
し
い
改
定
に

な
り
ま
し
た
。
医
療
費

が
増
え
続
け
る
現
状
で

は
、
今
後
も
大
幅
な
プ

ラ
ス
改
定
は
見
込
め
ま

せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
で
、
医
療
機
関
が

自
ら
の
収
入
構
造
を
把

握
し
、
経
営
改
善
を
図

る
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
経
営
状
況
を

把
握
す
る
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
が
あ
り
、
レ

セ
プ
ト
の
分
析
も
そ
の
１
つ
。
レ
セ
プ

ト
に
は
、
行
っ
た
診
療
行
為
だ
け
で
は

な
く
、
病
名
や
生
年
月
日
な
ど
の
情
報

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

を
使
っ
た
分
析
方
法
を
い
く
つ
か
紹
介

し
ま
す
。

●
診
療
区
分
に
よ
る
分
析

方
法
の
１
つ
に
、
先
に
挙
げ
た
診
療

区
分
に
よ
る
分
析
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
１
カ
月
分
の
診
療
区

分
ご
と
の
点
数（
金
額
）を
表
に
し
て
い

き
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
厚
生

労
働
省
が
実
施
し
て
い
る「
社
会
医
療

診
療
行
為
別
調
査
」（
表
）の
よ
う
な
か
た

ち
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
年
同
月
と

の
比
較
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
ま
と
め
た
数
字
を

診
療
区
分
ご
と
に
グ
ラ
フ
化（
図
２
、３
）

す
る
こ
と
で
、
当
月
は
何
が
少
な
か
っ

た
の
か
、
あ
る
い
は
多
か
っ
た
の
か
が

わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。あ
る
い
は
、

季
節
変
動
な
ど
の
傾
向
を
掴
む
こ
と
も

可
能
で
す
。
き
ち
ん
と
変
化
を
見
て
い

く
こ
と
で
、
特
に
収
入
が
少
な
か
っ
た

月
に
関
し
て
は
何
が
原
因
で
あ
っ
た
か

を
調
査
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
早
め
に
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診療報酬の基本構造を理解し
経営分析に活用する
―診療報酬明細書（レセプト）の仕組みと分析―

図1　診療報酬の基本構造
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手
を
打
ち
、
翌
月
以
降
に
修
正
す

る
と
い
う
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

●
病
名
に
よ
る
分
析

図
４
は
病
名
に
よ
る
分
析
で

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
10
の
病
名
ご
と
に
収

入
を
区
分
し
、
３
年
前
と
の
成
長

率
を
比
較
し
ま
し
た
。
縦
軸
が
成

長
率
、
横
軸
が
占
有
率
、
円
の
大
き
さ

が
収
入
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
は
Ｐ
Ｐ
Ｍ
分
析
と
言
い
ま
す
が
、

四
分
割
の
左
下
が
３
年
前
よ
り
成
長
率

も
占
有
率
も
下
が
っ
て
い
る
疾
患
で
す
。

逆
に
右
上
は
成
長
率
も
占
有
率
も
上

が
っ
て
い
る
疾
患
と
な
り
ま
す
。
病
名

ご
と
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
今

後
は
ど
の
疾
患
に
力
を
入
れ
て
い
く
べ

き
か
の
判
断
材
料
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
分
析
の
方
法
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
の
戦
略
を
考
え
る
う
え
で
は

自
院
の
実
情
や
課
題
を
把
握
す
る
た
め

に
ど
ん
な
分
析
が
必
要
な
の
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
う
え
で
デ
ー

タ
抽
出
を
行
い
、
経
年
変
化
を
追
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

＊

今
後
、
２
０
２
５
年
モ
デ
ル
の
実
現

に
向
け
医
療
制
度
改
革
は
勢
い
を
増
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
医
療

機
関
と
し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
自
院

の
位
置
づ
け
と
役
割
を
明
確
に
し
た
う

え
で
、
周
囲
と
の
連
携
関
係
を
広
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

今
後
は
医
療
介
護
の
切
れ
目
な
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

連
携
先
に
は
介
護
事
業
所
も
含
ま
れ
ま

す
。
医
療
機
関
経
営
が
自
院
単
独
で
成

り
立
つ
場
面
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

自
院
の
強
み
や
役
割
を
明
確
に
し
、
そ

れ
を
周
囲
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く

か
を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
経
営
戦
略
を
見
直
す
う
え
で
、
今

回
の
お
話
が
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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表　診療行為別にみた入院外の1件当たり点数・1日当たり点数・1件当たり日数（各年6月審査分）

診療行為
1件当たり点数 1日当たり点数

2012年 2011年 対前年 2012年 2011年 対前年
増減点数 増減率（％） 増減点数 増減率（％）

総数 1314.9 1291.6 23.3 1.8 785.5 766.4 19.1 2.5
初・再診 211.0 210.7 0.3 0.2 126.1 125.0 1.0 0.8
医学管理等 121.7 116.5 5.2 4.5 72.7 69.1 3.6 5.2
在宅医療 77.8 84.8 Δ7.1 Δ8.3 46.5 50.3 Δ3.9 Δ7.7
検査 227.2 219.7 7.5 3.4 135.7 130.3 5.4 4.1
画像診断 99.2 97.0 2.2 2.3 59.3 57.5 1.7 3.0
投薬 254.8 252.2 2.6 1.0 152.2 149.7 2.6 1.7
注射 99.3 92.1 7.2 7.8 59.3 54.6 4.7 8.6
リハビリテーション 14.1 14.2 Δ0.1 Δ0.5 8.4 8.4 0.0 0.2
精神科専門療法 24.8 29.0 Δ4.2 Δ14.6 14.8 17.2 Δ2.4 Δ14.0
処置 129.8 123.3 6.5 5.3 77.5 73.2 4.4 6.0
手術 33.6 31.2 2.4 7.7 20.1 18.5 1.6 8.4
麻酔 5.4 5.3 0.1 1.0 3.2 3.2 0.1 1.6
放射線治療 5.9 5.6 0.4 6.6 3.5 3.3 0.2 7.3
病理診断 9.5 9.2 0.4 4.1 5.7 5.4 0.3 4.8

（1件当たり日数） （1.67） （1.69）

H06 甲状腺炎
H60 外耳炎
H65-67 中耳炎
H90-91 難聴
J00 感冒
J01 急性副鼻腔炎
J02 急性咽頭炎
J03 急性扁桃炎
J10-11 インフルエンザ
J30 アレルギー性鼻炎
J32 慢性副鼻腔炎

占
有
率

成長率

図2  「検査」の点数の変動
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図4　PPM分析
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図3  「画像」の点数の変動
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